
分配から生成へ

ー〈学び〉のプラットフォーム
としての生涯学習行政ー

1

牧野 篤(東京大学大学院教育学研究科)

中央教育審議会教育振興基本計画部会ヒアリング
2011年10月20日

資料３－３

牧野篤氏配付資料



Ⅰ．わが国が直面する問題

１．少子高齢化の進展
２．社会格差の増大・固定化
３．地域社会・家族の変容
４．産業構造・雇用の変化
５．グローバル化の進展
６．公債残高の累増・財政の限界、
国と地方、官と民の関係変化

７．東日本大震災の発生により、
課題が顕在化するとともに、
一層の加速化が懸念
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日本の高齢化率と総人口推移予測（厳しい予測）

１．日本の直面する課題（１）：少子高齢化
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高齢化率の推移

1975年 2008年 2035年 2055年
全国 7.9％ 22.1％ 33.7％ 40.5％
（後期高齢者） 18.0％ 22.0％

超

東京都 6.3％ 20.2％ 30.7％
愛知県 6.3％ 19.2％ 29.7％

秋田県 8.9％ 28.4％ 41.0％
島根県 12.5％ 28.6％ 37.3％

あと20年で首都圏高齢者1000万人時代
うち600万人が後期高齢者(75歳以上) 4



市場が縮小

福祉＝財政動員による市場の拡大が無意味化

これまでのような市場主義では公的保障は後退する

→自己責任・自立が叫ばれる
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１ 日本の直面する課題（２）：経済問題→自殺者の多さ

常用・正規から常用・非正規へ
生活不安が広がる
「働くこと」への誇りを奪われる
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自殺者数推移(1978年～2010年）
1998年に急増 3万人台を推移
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行政システム

学校＝学区

自治会
地域自治組織

ボランタリーな組織
企業

個人

人格

行政
（政治）

経済

福祉

文化

管理
伝達

選抜
発達

分配・配置
帰属

国民＝住民＝市民性？

1．日本の直面する課題（３）：基礎自治体・基層自治組織の疲弊・解体
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行政システム

学校＝学区

自治会
地域自治組織

ボランタリーな組織
企業

個人の肥大化

人格

行政
（政治）

経済

福祉

文化

管理
伝達

選抜
発達

分配・配置
帰属

国民＝住民＝市民性？
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人々の「つながり」の切断

孤立化する人々

「意味」にすがる若者たち

孤立こそが「意味」への依存を招く

1．日本の直面する課題（４）：人々の孤立化
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私の友だちは、リストカッターです。
自分でもわからないけど、
なんとなくリストカットをするのだといいます。やめら
れないのです。

11

自己に飢える＝〈わたし〉への病に冒される私たち
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わが国が直面する諸課題は

若者を中心とした〈わたし〉のありよう
＝「自我」に収斂している

人の育ちと学びの関係を、原理的に問い返す必要

そこから、行政の役割を導き出す



Ⅱ．問題の打開に向けた方向性

１．個々人の社会への参加保証
２．社会全体や個人における生産性・創造性の向上
(イノベーション等)
３．社会全体の力の向上

活力があり、持続可能な社会への好循環
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セミナー風景

シニアPC講座

いきいき健康講座
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２．シニア世代の価値観とシニアプロジェクト：岐阜くるる

産学協同シニア・プロジェクト: くるる(聞く・見る・する）



社会関係的存在から自律的アクターへの転
換

社会関係的存在から自律的アクターへの転
換

社会的な事物への強い好奇心と、自分への強
い関心、そして積極的に前へ進もうとする強い
自律性・自立志向

存在の根拠であるべき尊厳のとらえ方が、社
会関係依存的なものから自律的なアクターとし
てのものへと移行

シニアは、社会関係に規定されて他者から承
認を受けることで自己を生かしていこうとするこ
とから、自ら社会に働きかけ、自分の満足を得
ようとすることで、社会に影響力を及ぼしていく、
いわば社会的な能動的アクターへと移行して
きている
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くるる＝聞く・見る・する

牧野の岐阜での高齢者支援セミナー事業「くるるセミナー」がベース
セミナーで引き出し、熱中させ、仲間を作り、社会に展開

そのための仕掛け作り

地域の人々が新しい仲間やネットワークを作り
地域社会へと繰り出し、
地域社会に貢献できる枠組みを構築

楽縁・志縁で地域を覆う

３．地域の人的ネットワークの結び直し：柏くるるセミナー
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コミュニティレベルでの〈つながり〉をつくりだす

•Aging in Place から ALL in Place へ
Aging in Place, Living in Place 
and Loving it in Place

•多世代が一緒に住み、交流するコミュニティ

•シニアがまちの宝になる
•→〈安心〉〈安全〉
•→〈つながり〉〈いきがい〉〈尊厳〉〈健康〉
•→〈互いに認め合う〉まち

•集えるレストラン、給食サービス、地場野菜、家庭菜園、パン工房、訪問
医療・看護、お話会、読み聞かせ、介護者の交流など

•パッケージ化

•さらに、Learning in Place
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4．新しいまちの構想：〈つながり〉をつくるまち



拠点の形成

交 流

安 心学 習

レストラン・カフェテリア
工房(パン工房など）
アロマサロン・マッサージ
(単なる集会施設ではなく）

セミナールーム
レストラン・カフェテリア
ボランティアルーム

訪問医療・訪問看護・
訪問介護センター

地場産業との連携

小中学校／幼稚園
大学との連携

地域医療システムとの連携

いきがい

ネットワークの形成
新しいweb状ネットワーク
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多世代が交流し・・・多世代が交流し・・・

地域が循環する・・・地域が循環する・・・

地
育
事
業
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多世代交流地域循環型地育事業のゴールとは？

・子どもは、地域にたくさんの「大人の家族」ができること

・大人は、地域にたくさんの「子どもの家族」ができること

この事業が、他の力を借りず、

運営面・経済面で自立すること

地域がひとつの大家族になること地域がひとつの大家族になることすなわち・・・

５．多世代交流型コミュニティの構築
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「わたし」は木で、
「わたしたち」は森。
この森に、

多くの木が育つことを願います。

「たまご」プロジェクト

たまご＝他＋孫(よその子を孫にしよう）
そうすると
多＋孫(地域の子ども全体が自分の孫になる）



M‐easy：無農薬野菜の生産と流通M‐easy：無農薬野菜の生産と流通
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６．「つながり」をつくりだす社会実験：農業と若者の雇用創出



やさい安心くらぶ：働く場の形成やさい安心くらぶ：働く場の形成
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過疎地・農山村支援と働く場所の創出過疎地・農山村支援と働く場所の創出
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7．基礎自治体との共同学習による地縁共同体の再編：飯田市への調査



地域自治組織

地
域
協
議
会

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

まちづくり委員会

地域自治区

単位自治会

【市の組織】

【住民組織】

地域公民館の新たな位置づけ（イメージ）

（例）地域振興委員会

（例）生活安全委員会

（例）健康福祉委員会

（例）環境保全委員会

（例）公民館委員会

学
習
と
交
流
の
観
点
か
ら

連
携
・
働
き
か
け

地域住民

主事会

育成
媒介

公民館

地域経済・福祉・文化 循環

課 題 の 把 握

・ 共 有 ・ 学 習

公
民
館
長

公民館主事

公民館主事の
サポート・仕掛け

多様なアクター

ＮＰＯ

学校・幼保育園

市民グループ

市公民館 市教委

支援
協働

相対的自律
身分保障

相対的自律

市行政
地域への
接近力もった
人材

相対的自律

学習
協働
支援
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MONO‐LAB‐JAPANの活動

8．「ものづくり」の社会化：市民の創造性と社会とを結ぶハブ
→産業・雇用創出
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学びの効果

人と交流したい

・地域の人と交流したい
・人と話をしたい

知識・技術を得たい

・料理がうまくなりたい
・アロマを学びたい

毎日を楽しくしたい

・無気力な毎日から脱出したい

家族に貢献したい

・家族の役に立ちたい
・妻を喜ばせたい

楽しい・おもしろい・
興味が持てる・役立つ
・内容評価が良好（Q）

・『楽しかった』『料理に興味が
湧いた』（料理,FGI）

日常生活に満足
・日常生活満足が向上（Q）

人と触れ合えた
・知り合いの数が増えた

（Q）
・「交流」を経験（Q）

・多世代交流（アロマ,FGI）

知識・技術を獲得
・『ちょっとした工夫でおいしく
する方法を学んだ』
（料理,FGI）

家族との関わり
・『妻との関わりが増えた』

（料理,FGI）

自己の成長を実感

人に教えたい

地域に役に立ちたい

地域への愛着を感じる

人に披露したい
・『習ったことを教室外でも実践』

（料理,FGI）

もっと学びたい
・『もっと応用編も教えてほし

い』（料理,FGI）

もっとみんなと関わりたい
・『3回だけではさみしい』

（料理,FGI）

動機

効果

今後期待される効果

（註）
Q : 質問紙調査
FGI: フォーカスグルー
プ
インタビュー調査
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9．評価のあり方



事後性

過剰性

個人の学びの
「事後性」と「過剰性」が
〈わたし〉を〈わたしたち〉へと立ち上げて
コミュニティをつくりだす

学び
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10．〈学び〉の事後性と過剰性：〈つながり〉へ



趣味を見つけたい 退職してすることがない

（人とのつながりが少ない）

（地域とのつながりが少ない） （地域に恩返しがしたい）

学び学び

A B

楽しい、おもしろい

もっと深めたい

おもしろさを伝えたい、教えたい、広めたい

想いを共有したい

同じ想いをもつ仲間が欲しい

C D

E F

講師として還元

人とつながる安心感

もっと多くの人に伝えたい

人の役に立ちたい

地域の役に立ちたい

自主グループの設立
自主活動の継続

更なるセミナーへの
参加

地域へのコミットが始まる

地域とつながる喜び

地域とつながっている安心感

地域に愛着を感じる

セミナーへの参加

役に立つ

気軽に参加できる

横断的変化・概念図：事後性と過剰性

料理 アロマ
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自分と社会への駆動力が発動され続ける



持続可能性について

Sustainable Development

→本質主義的に「なにか」を開発すること
個人の内面にあるものを引き出すこと
それを持続させること

←現象学的に常に生成すること
「そうある」私をつくりだし続けること
私が「他者」「環境」との間で生まれ続けること・
変化し続けること
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11．〈学び〉とコミュニティの形成：分配ではなく生成として



公共財としての環境＝農業
公共財としての人間関係・つながり
商店街・コミュニティ

想像力
「共同体の果てるところ」に市場が形成される
見えない他者への想像力
「商品」の背後にあるもの＝invisible asset への想像力

商店街は「商品」を売っていたが、
本当は、その背後にあるものを売っていた

「想像力」を生み出す「想像力」を生み出す
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12．想像力と過剰な循環（贈与－答礼）
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＊事後性

＊贈与＝交換の原則

＊「知」を媒介とした、新しいコミュニティ

＊「知」が媒介する、自分と他者との関係
＊わたしは、他者を介して、自分を見つめる目を
持つことになる
＊自分がはっきりする

＊「知」は商品ではなく、社会をつくり出す
基本的な資本



事後性

過剰性

学習
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事後性

過剰性

学習

贈与

答礼
純粋贈与
＝人と人との間の‘贈与ー答礼’の循環を発動

行政の役割

社会



Ⅲ．教育行政の方向性

絆づくりと活力あるコミュニティの形成

１．学びのセーフティネットの構築
２．社会を生き抜く力の養成
３．未来への飛躍を支える人材の養成
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学びのOSとしての生涯学習

単一のアイデンティティをもつ
近代産業社会＝近代国民国家への帰属
＝ストック・システム →分配

権力関係を可視化し、社会への参加によって
多様な利害と権力のダイナミクスの行使をともなう
政治主体としての市民

〈わたし〉の生成の「自由」を保障し合う
相互承認というプロセス
多様なアイデンティティを持つ〈わたし〉
＝フロー →生成

このプロセスを保障するためのOS
＝〈ことば〉による自己への駆動力の生成

13．学びのOSへ
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他者と出会える場としての「社会」

「社会」を学習という形式で構成する
学びのプラットフォーム＝生涯学習

他者との関係において常に生成し続ける自己
自己の存在そのものが「学習」という形式によって
生成し、変化し続けるものとなる

「知」を生み出し続け、自ら生成し続けるもの
としての自己と社会

14．他者と出会える場としての「社会」
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その基盤としての「想像力」

「想像力」を駆動させ、
私を〈わたしたち〉であることによって
〈わたし〉である私へと生み出し続ける

その場が地域社会と相互に媒介し合う大学

〈わたし〉への病から解放される
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多元性を保障する行政＝プラットフォーム

多元的なOSとしての生涯学習基盤の形成

OSにおいて多様で自由な〈学び〉のコミュニティが展開

評価は各コミュニティにおいて多元的になされる

大学・教育機関はOSへのソフト・人材供給と課題・研究

「〈学び〉のコミュニティ」ベースの産業・雇用創出

41

15．多元性の持続的生成



OS＝生涯学習

OS＝生涯学習

OS＝生涯学習

「学び」の
コミュニティ

新しい産業・
雇用創出

「学び」の
コミュニティ

「学び」の
コミュニティ

「学び」の
コミュニティ

「学び」の
コミュニティ

OS＝生涯学習

新しい産業・
雇用創出

プラットフォームとしての行政
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16．プラットフォームとしての生涯学習行政
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〈わたし〉がつねに〈わたしたち〉
として生成し続ける社会

帰属＝分配への一貫性＝アイデンティティではなく、
過程＝生成にもとづく持続がアイデンティティとなる
→多元性と多様性

社会全体が多元的なコミュニティに覆われる

→「勁い社会」（画一的な強い個人が屹立するのではなく、
多様で個性的な個人が支え合うことで「勁く」ある社会）

17．一つの方向性
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分配を評価する＝PDCA(plan-do-check-act)サイクル

予期せぬ生成を受け止める
＝VPS(vision-participation-satisfaction)
＝事後性－過剰性サイクル
＝生成－多元性サイクル
＝自己と他者への駆動力の発動
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